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ど
こ
に
で
も
あ
る
支
部
の
一
つ
で
す
が
倉
敷
ら
し
い
内
容

に
し
よ
う
と
思
い
、
内
山
完
造
さ
ん
と
の
こ
と
、
佐
藤
医
師

の
解
放
直
後
の
中
国
訪
問
記
、
八
路
軍
従
軍
看
護
婦
の
こ

と
、
幼
少
期
を
中
国
で
過
ご
し
た
人
の
こ
と
な
ど
を
第
２
部

と
し
て
記
載
し
ま
し
た
。 

 

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
蛮
行

の
数
々
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
き
、
習
近
平
政
権
が
対
台

湾
問
題
で
力
に
よ
る
制
圧
、
核
脅
威
に
よ
る
侵
攻
を
懸
念
す

る
の
は
思
い
す
ぎ
で
し
ょ
う
か
。
天
安
門
事
件
、
香
港
制
圧

を
目
の
当
た
り
に
し
て
不
安
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
の

民
主
化
は
中
国
人
民
自
ら
の
課
題
で
す
が
、
こ
う
し
た
と
き

草
の
根
の
市
民
友
好
組
織
「
日
中
友
好
協
会
」
は
何
が
で
き

る
の
か
自
問
自
答
の
毎
日
で
す
。 

 

映
画
「
再
会
の
奈
良
」 

 

近
日
中
に
、
シ
ネ
マ
ク
レ
ー
ル
丸
の
内
で
上
映
予
定 

 
   

  
 
 
 
 

近
現
代
史
研
究
者 

 

青
木
康
嘉 

 

あ
ら
す
じ 

 

二
〇
〇
五
年
、
中
国
か
ら
陳
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
孫
娘
の
よ
う
な
存
在
の

シ
ャ
オ
ザ
ー
を
頼
っ
て
一
人
奈
良
に
や
っ
て
来
る
。
中
国
残
留
孤
児
の
養

女
・
麗
華
を
一
九
九
四
年
に
日
本
に
帰
し
た
が
、
数
年
前
か
ら
連
絡
が

途
絶
え
心
配
し
て
探
し
に
来
た
と
い
う
の
だ
。
麗
華
探
し
を
始
め
た
２
人

の
前
に
、
ほ
ん
の
偶
然
の
出
会
い
で
し
か
な
か
っ
た
は
ず
の
一
雄
が
、
元
警

察
官
だ
っ
た
と
い
う
理
由
で
麗
華
探
し
を
手
伝
う
と
申
し
出
る
。
奈
良
・

御
所
を
舞
台
に
、
言
葉
の
壁
を
越
え
て
不
思
議
な
縁
で
結
ば
れ
た
三
人

の
お
か
し
く
も
心
温
ま
る
旅
が
始
ま
る
。
異
国
の
地
で
の
新
た
な
出
会
い

を
通
し
て
、
果
た
し
て
陳
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
愛
す
る
娘
と
の
再
会
を
果
た
せ

る
の
か
。 

監
督
・脚
本 

ポ
ン
フ
ェ
イ 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

河
瀨
直
美 

主
演
：國
村
隼
、
秋
山
真
太
郎
、
永
瀬
正
敏
、
ウ
ー
・
イ
エ
ン
シ
ュ
ー
ら 

    

 

映画会「わが青春尽きるとも～ 

       伊藤千代子の生涯」 

4月 17 日(日)１０：００～１２：００ 

場所： 福祉交流プラザ旭東 

中国帰国者問題写真と資料展 

と き：４月２６日（火）～２８日（木） 

じかん：４月２６日（火）１０：００～１７：００ 

                  ２７日（水） ９：００～１７：００ 

            ２８日（木） ９：００～１６：００ 

ところ：岡山市役所１階ロビー 

【展示内容】 

● 中国帰国者問題の歴史と現状     

① 岡山県満蒙開拓団とは  

   ② 中国帰国者の介護に希望の光を  

   ③ 日中国交回復５０周年と内山完造  

 ④ 中国残留孤児国家賠償請求訴訟のあゆみ 

主 催：日中友好協会岡山支部 

連絡先：日中友好協会岡山支部事務局長 小林軍治 

携帯 090-8240-2001 
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日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
十
五
年
史
の
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

倉
敷
支
部
理
事 

平
井
昭
夫 

 

こ
の
た
び
「
日
中
不
再
戦
と
友
好
の
き
ず
な
」
と
題
す
る
倉

敷
支
部
の
十
五
年
間
の
歩
み
を
綴
っ
た
冊
子
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
一
人
と
し
て
感
想
を
述

べ
た
い
と
お
も
い
ま
す
。 

 

六
〇
年
安
保
闘
争
の
高
揚
の
名
残
が
日
本
の
労
働
運
動
を

は
じ
め
大
衆
運
動
に
あ
り
、
多
感
な
青
年
だ
っ
た
私
も
夜
間
高

校
に
通
い
な
が
ら
青
年
運
動
に
も
参
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
当

時
は
社
会
主
義
国
ソ
連
、
キ
ム
イ
ル
ソ
ン
率
い
る
「
解
放
さ
れ

た
北
朝
鮮
」
、
そ
し
て
中
国
は
「
未
来
の
国
・
社
会
主
義
の
国
」

と
し
て
憧
れ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
「
人
間
に
よ
る
人
間
の
搾
取

の
な
い
社
会
」
を
目
指
す
青
年
の
気
持
ち
に
ピ
ッ
タ
リ
で
、

数
々
の
ロ
シ
ア
民
謡
や
「
統
一
列
車
は
走
る
」「
東
京
―
北
京
」

が
愛
唱
歌
で
も
あ
り
ま
し
た
。
民
医
連
病
院
の
労
組
専
従
を
出

発
に
、
医
療
労
働
運
動
に
四
〇
年
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
民
医

連
病
院
で
は
中
国
帰
国
者
、
八
路
軍
経
験
者
が
周
り
に
い
て
日

中
友
好
協
会
は
意
識
し
な
か
っ
た
も
の
の
、「
日
ソ
協
会
」「
日

朝
協
会
」
が
消
滅
し
て
い
く
中
で
日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
の

結
成
の
話
は
極
め
て
自
然
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

結
成
に
携
わ
っ
た
も
の
の
一
人
と
し
て
、
十
五
年
の
歩
み
を

ま
と
め
て
、
後
世
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
、
と
り
わ
け

中
心
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
進
み
「
こ
の
機
を
逃
す
と
十
五
年

の
草
の
根
の
運
動
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
」
の
思
い
で
十
五
年
史

の
発
行
を
提
起
し
ま
し
た
。 

 

 

http://rizhongyouhao.iinaa.net/


 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

４
月
２７
日
（水
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

犬飼 

小林 

真田 

竹内 

坪井 

年
出
版
）
で
井
上
よ
し
子
（
菊
水
郷
出
身
）
は
次
の
よ

う
書
い
て
い
る
。
「
八
月
一
六
日
張
家
屯
で
襲
撃
に
あ

い
、
約
一
〇
時
間
応
戦
し
た
。
夕
方
大
河
団
長
が
山

の
方
（
三
角
山
）
へ
逃
げ
ろ
と
言
っ
て
、
丘
へ
上
っ
た
。
敵

（
現
地
農
民
）
に
見
つ
か
る
か
ら
子
ど
も
を
泣
か
す
な

と
言
わ
れ
た
が
腹
を
す
か
せ
た
子
ど
も
が
泣
く
の
を

口
で
防
ぐ
し
か
な
か
っ
た
。
自
決
し
よ
う
と
の
声
が
で

て
、
子
ど
も
の
首
を
絞
め
、
銃
剣
で
子
ど
も
の
首
を
斬

っ
た
。
ま
た
、
銃
で
子
ど
も
を
撃
っ
た
。
女
性
た
ち
も
次

は
自
分
の
番
と
思
っ
て
い
る
と
小
橋
喜
代
治
（
団
助

役
・経
子
の
父
）
が
来
て
「馬
鹿
！
犬
死
に
す
る
な
。
子

ど
も
の
死
を
無
駄
に
す
る
な
。
子
ど
も
の
仇
を
誰
が

と
る
」 

「
逃
げ
ろ
！
私
ら
が
威
嚇
射
撃
を
し
て
ひ
き
つ
け
て
お

く
か
ら
そ
の
間
に
逃
げ
ろ
！
」と
い
っ
た
。
こ
の
時
二
〇

人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
た
。
昼
間
は
山
に
隠
れ
、
夜
歩
い

た
。
依
蘭
（松
花
江
沿
岸
の
街
）
を
目
指
し
て
歩
い
た
。

八
月
二
二
日
、
夜
寒
い
の
で
焚
火
を
し
て
暖
を
取
っ

た
。
朝
方
、
そ
の
明
か
り
が
目
標
と
な
っ
て
突
然
銃
撃

が
あ
っ
た
。
菊
水
郷
で
は
杉
本
さ
ん
親
子
、
山
根
き
み

子
、
小
畑
俊
子
、
寺
井
定
子
、
長
島
千
代
子
、
三
宅

千
恵
子
、
木
下
八
重
子
、
防
長
郷
の
石
光
久
子
、
備

前
郷
の
藤
原
広
己
の
一
〇
人
が
死
亡
し
た
。
」 

七
虎
力
開
拓
団
に
幸
子
が
残
っ
て
い
た
ら
、
同
じ
運
命

に
出
会
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
姉
俊
子
と
娘
登
棋
子
は
張

家
屯
で
死
亡
し
た
。 

 

幸
子
は
、
終
戦
後
ハ
ル
ビ
ン
支
店
の
屋
上
か
ら
「
兵
隊

さ
ん
の
乗
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
何
台
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
さ

せ
る
た
め
鉄
橋
を
走
っ
て
い
た
。
皆
で
泣
い
て
見
送
っ

た
」
と
い
う
。
そ
の
頃
、
マ
ン
ド
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
小
銃

を
持
っ
た
ソ
連
兵
が
い
た
。
ソ
連
製
戦
車
が
街
中
を
走

り
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
の
ハ
ル
ビ
ン
の
街
は
大
混
乱
し

て
い
た
。
幸
子
は
こ
の
当
時
ま
だ
一
六
歳
の
娘
だ
っ
た
。

（次
号
へ
続
く
） 

に 
 

  

勤
も
あ
り
、
眠
く
て
大
変
な
仕
事
で
し
た
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
八
月
九
日
未
明
、
佳
木
斯

の
第
十
師
団
本
部 

地
近
く
に
空
襲
が
あ
っ
た
。
佳
木
斯
市
内
は
大
混
乱

し
た
。
（写
真
は
、
佳
木
斯
電
電
公
社
時
代
の
幸
子
） 

 

佳
木
斯
市
内
は
三
日
三
晩
、
軍
施
設
な
ど
が
焼

却
・
破
壊
さ
れ
た
。
師
団
司
令
部
も
将
校
ク
ラ
ブ
も

ガ
ソ
リ
ン
を
ま
き
、
火
を
つ
け
て
回
っ
た
。
あ
ち
こ
ち

で
火
の
手
が
上
が
り
、
佳
木
斯
市
街
一
帯
が
炎
に
包

ま
れ
、
真
っ
赤
に
燃
え
上
が
っ
た
。
そ
の
後
、
街
も
空

も
煙
で
真
っ
黒
に
な
っ
た
。 

 

近
藤
幸
子
の
手
記
か
ら
引
き
揚
げ
逃
避
行
の
様

子
を
紹
介
す
る
。 

 

「
私
た
ち
は
、
電
電
公
社
の
職
員
三
〇
人
で
、
八
月

一
三
日
佳
木
斯
駅
か
ら
最
終
避
難
列
車
に
乗
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
佳
木
斯
近
辺
の
開
拓
団
員
も
多

く
乗
り
込
み
ま
し
た
。
最
終
避
難
列
車
は
、
綏
化
駅

で
半
数
を
下
車
さ
せ
た
後
、
ハ
ル
ビ
ン
に
向
か
い
ま
し

た
。
八
月
一
五
日
昼
に
ハ
ル
ビ
ン
駅
構
内
で
、
玉
音
放

送
を
聞
い
て
終
戦
を
知
り
ま
し
た
。
傅
家
甸
（
フ
ー

ジ
ャ
デ
ン
）
の
松
花
江
に
か
か
る
鉄
橋
近
く
に
あ
っ
た

電
電
公
社
ハ
ル
ビ
ン
支
店
に
行
き
ま
し
た
。
」 

 

幸
子
の
姉
近
藤
俊
子
は
、
一
九
二
三
年
生
ま
れ
、

二
〇
歳
の
時
七
虎
力
開
拓
団
の
菊
水
郷
（
兵
庫
県

出
身
者
）
に
住
む
小
畑
武
志
と
結
婚
し
た
。
終
戦
時

二
人
に
は
、
長
女
登
棋
子
一
歳
八
か
月
の
子
が
い

た
。
夫
は
七
月
に
「
根
こ
そ
ぎ
召
集
」
が
き
て
戦
地
に

赴
い
た
。
幸
子
は
俊
子
の
家
か
ら
七
虎
力
国
民
学
校

へ
通
学
し
て
い
た
。
前
年
に
佳
木
斯
電
電
公
社
の
独

身
寮
に
移
っ
て
い
た
。
ソ
連
参
戦
後
、
七
虎
力
開
拓

団
菊
水
郷
を
先
頭
に
逃
避
行
が
始
ま
っ
た
。
閻
家

（
え
ん
じ
ゃ
）
駅
か
ら
四
～
五
キ
ロ
離
れ
た
張
家
屯

（
チ
ャ
ン
ジ
ャ
ト
ン
）
で
原
住
民
か
ら
の
襲
撃
に
あ
っ

た
。
『
わ
が
子
よ
ゆ
る
し
て
』
（
日
中
出
版
一
九
八
一

 

近
藤
幸
子
さ
ん
の
こ
と 
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青
木
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昨
年
末
か
ら
七
虎
力
開
拓
団
鳥
取
郷
出
身
の
近

藤
幸
子
（
九
二
歳
）
さ
ん
か
ら
聴
き
取
り
を
し
た
。

現
在
倉
敷
市
玉
島
に
住
ん
で
あ
る
。
（
写
真
は
近
藤

一
家
が
七
虎
力
開
拓
団
鳥
取
郷
で
写
し
た
。
右
セ

ー
ラ
ー
服
姿
が
幸
子
、
左
窓
枠
が
俊
子
） 

一
九
二
九
年
一
〇
月
二
日
近
藤
幸
子
は
生
ま
れ

た
。
一
九
四
〇
年
満
州
第
七
次
七
虎
力
開
拓
団
鳥

取
郷
に
家
族
全
員
で
入
植
し
た
。
幸
子
は
こ
の
時
一

一
歳
で
あ
っ
た
。
七
虎
力
尋
常
（
の
ち
国
民
）
小
学
校

へ
編
入
し
た
。
広
い
畑
で
作
業
後
、
母
親
が
翌
年
体

調
を
崩
し
、
明
日
佳
木
斯
（
ジ
ャ
ム
ス
）
診
療
所
へ
行

く
と
い
う
日
に
死
亡
し
た
。
一
九
四
二
年
父
は
母
の

遺
骨
を
も
っ
て
弟
の
勇
、
昇
、
信
も
鳥
取
へ
連
れ
て
帰

り
、
帰
国
後
父
は
再
婚
し
た
。
幸
子
は
、
菊
水
郷
の

小
畑
武
志
と
結
婚
し
た
姉
の
俊
子
の
家
か
ら
、
七
虎

力
国
民
学
校
高
等
科
へ
通
っ
た
。
小
学
校
で
吉
備
津

郷
の
小
橋
経
子
（
陸
軍
看
護
婦
養
成
所
へ
入
学
後
、

陸
軍
看
護
婦
と
な
る
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
さ
れ
た
が
帰

国
し
た
）
と
同
級
生
で
仲
の
良
い
親
友
だ
っ
た
。
一
つ

先
輩
の
北
村
三
智
子
は
、
鳥
取
郷
で
隣
の
家
の
人

で
、
き
れ
い
な
人
だ
っ
た
。
（
北
村
三
智
子
は
、
佳
木

斯
の
陸
軍
看
護
婦
で
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
肺
炎
で
死

亡
し
た
）
幸
子
は
七
虎
力
国
民
学
校
高
等
科
卒
業

後
、
看
護
婦
の
進
路
も
考
え
た
が
、
手
術
の
血
を
見

て
無
理
と
あ
き
ら
め
、
佳
木
斯
市
の
中
心
街
に
あ
る

満
州
電
電
公
社
佳
木
斯
支
店
へ
一
九
四
四
年
四
月

に
入
社
し
た
。
市
内
に
女
子
寮
が
あ
っ
た
。
電
話
交

換
手
と
し
て
仕
事
を
し
て
、
「
青
春
」
を
謳
歌
し
た
。

幸
子
の
手
記
に
は
「
何
も
わ
か
ら
ず
一
生
懸
命
で
し

た
。
ブ
レ
ス
ト
と
言
っ
て
耳
と
口
に
お
話
が
出
き
る
様

に
お
客
様
に
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
夜


